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編集後記 
 

企画から多様な検討を重ね、半年近く経ったところで、ついに

皆さまと会うことができました。編集委員会内外に様々なご配

慮やご協力を下さった方々に対し、心より御礼を申し上げます。 

 

本号より、昨年まで公開して来た「ビジネスモデル学会論文

誌」を、発展的に「BMA ジャーナル」として名称変更し、研究論

文を発表するのはもちろん、コンセプトや内容構成など、大きくリ

ニューアルした総合誌として、再スタートさせて頂きました。 

 

 これは、平野会長をはじめ、当学会新体制の方針に沿い、「ア

カデミアの体系知とビジネスの実践知の融合を強く意識し、経営

や事業に関する多様な論考や思想の自在で闊達な交流に努

める」（巻頭言）といった学会活動の活性化に資するためです。 

 

 本誌の編集に当たり、愚見的には、学術性、多様性、学際性

に留意していってはどうか、と思っております。 

 

学会として、しかも日本学術会議指定協力学術研究団体とし

て、「学術性」を追求するのは責務でもありますが、アカディミアや

各方面の多彩な実務家などによる「多様性」を持った「活きる研

究」こそ、よりビジネスモデル論の在り方が立体的に見えてくると

考えられます。また、今日的課題の創造的解決に分野横断的に

取り組むのに「学際性」を踏まえたアプローチが重要でしょう。 

 

平野会長が「巻頭言」で言われるような、「ビジネスモデルに

関する有用な知の交流と発信の場」になりますよう、編集委員

会内外の方々と連携して努めて参ります。読者のみなさま、今

後ともぜひご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

編集委員会を代表して 張輝 


